
設計変更の流れについては、以下のとおり取り扱うものとする。

受注者発注者

① 対象工事である旨を「特記仕様
書」に明示

設計変更の流れ

① 代替資材を調達する場合、通常の設計変更と同様の手続きとする。

② 妥当性が確認された別途調達経費について設計変更、契約変更の対象とする。受注者の責
めに帰すべき事由による増加費用については、契約変更の対象としない。

③ 本運用による設計変更内容は、工事請負契約書第26条（スライド条項）の対象外とする。

④ 設計変更に伴って必要となる工期は、適切に変更を行うこと。

⑤ 受注者より疑義が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。

② 対象とする調達検討資材を協議

・工事協議簿

④ 購入前の協議・資料の提出

「代替資材の調達」又は「調達経費が
別途必要」となる場合、購入前に下記
書類を提出

・調達検討資材に関する協議書

・見積書の写し

※代替資材の場合は、機能・品質等を
満足することが確認できる資料（カタ
ログ等）も提出する。

受注者からの発議に基づき、協議の上、

③ 調達検討資材の協議・設定

受注者からの発議に基づき、協議の上、
調達検討資材を決定する。（※既契約
工事も同様）

⑤ 協議対応・資料確認

提出された資料を確認し、協議に応じ
る。

⑨ 実績報告・証明書類の提出

設計変更に際し、調達した旨を下記書
類に記載し提出

・調達検討資材に関する実績報告書

・証明書類（取引伝票、見積書、請求
書等の写し）

⑩ 書類受領・設計変更

提出された資料を確認し、設計変更手
続きへ進む。

⑥ 変更協議伺いの起案

⑦ 変更協議書の取交し ⑦ 変更協議書の取交し

⑧ 調達検討資材の調達


